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Ⅰ 福島県の農業及び畜産の概況

鶏 202

39.7%

肉用牛 137

26.9%

豚 85

16.7%

乳用牛 83

16.3%

その他 2

0.4%

畜産産出額の内訳（億円）

2024年
産出額

510億円

農業産出額と生産農業所得の推移
（億円）

米 1324 

46.1%

野菜 541 

18.8%

畜産 510 

17.7%

果実 352 

12.2%

花き 79 

2.7%

工芸農作物 5 

0.2% その他 63 

2.2%

農業産出額の内訳（億円）

2024年
産出額

2,874億円

令和６年の本県の農業産出額は、米の

収穫量増加および主食用米の価格上昇等

により、2,874億円（対前年比32.9％増）

となりました。

本県の畜産業は米、野菜に次ぐ主要部

門で、農業産出額は全体の17.7％を占め

る510億円でした。内訳は、鶏が202億円

と最も多く、次いで肉用牛137億円、豚

85億円、乳用牛83億円となっています。

平成23年３月11日に発生した東日本大

震災及び福島第一原子力発電所事故によ

り、本県の農林水産業は深刻な影響を受

け、畜産業においても一部地域の畜産物

の出荷制限や自給飼料及び牧草地等の利

用制限、風評被害など、様々な課題を抱

えています。

こうした中、関係者の皆様のたゆまぬ

努力により、営農再開をはじめとする復

興・再生に向けた取組が着実に進められ

ています。

県では、県産農林水産物の安全性や美

味しさを積極的にＰＲし、風評払拭及び

消費拡大に取り組んでいます。

また、畜産物全般の放射性物質モニタ

リング検査や肉牛の安全な出荷体制の維

持に加え、草地・飼料畑等の生産性の向

上、高能力乳用雌牛の整備や優良繁殖雌

牛の導入など、生産基盤の再生を支援す

る各種施策を展開し、本県畜産業の力強

い復興に向け、引き続き全力で取り組ん

でまいります。

【資料】農林水産省「生産農業所得統計」
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家畜飼養頭羽数上位都道府県

年次 1位 2位 3位 4位 5位 福島県

1990 鹿児島県 茨城県 宮崎県 群馬県 北海道 10位

1995 鹿児島県 宮崎県 茨城県 群馬県 北海道 12位

2000 鹿児島県 宮崎県 茨城県 群馬県 北海道 16位

2004 鹿児島県 宮崎県 茨城県 群馬県 千葉県 15位

2011 鹿児島県 宮崎県 千葉県 茨城県 群馬県 18位

2016 鹿児島県 宮崎県 千葉県 群馬県 北海道 20位

2017 鹿児島県 宮崎県 千葉県 北海道 群馬県 20位

2018 鹿児島県 宮崎県 北海道 千葉県 群馬県 20位

2019 鹿児島県 宮崎県 北海道 群馬県 千葉県 20位

2021 鹿児島県 宮崎県 北海道 群馬県 千葉県 20位

2022 鹿児島県 宮崎県 北海道 群馬県 千葉県 21位

2023 鹿児島県 宮崎県 北海道 群馬県 千葉県 21位

2024 鹿児島県 北海道 宮崎県 群馬県 千葉県 21位

年次 1位 2位 3位 4位 5位 福島県

1990 愛知県 鹿児島県 千葉県 茨城県 北海道 21位

1995 鹿児島県 茨城県 愛知県 千葉県 北海道 18位

2000 鹿児島県 千葉県 茨城県 愛知県 北海道 19位

2004 茨城県 鹿児島県 千葉県 愛知県 広島県 17位

2011 茨城県 千葉県 鹿児島県 愛知県 広島県 13位

2014 茨城県 千葉県 鹿児島県 岡山県 愛知県 18位

2017 茨城県 千葉県 鹿児島県 岡山県 広島県 15位

2018 茨城県 千葉県 鹿児島県 岡山県 群馬県 14位

2019 茨城県 千葉県 鹿児島県 岡山県 広島県 19位

2021 茨城県 鹿児島県 千葉県 広島県 岡山県 15位

2022 茨城県 千葉県 鹿児島県 広島県 愛知県 13位

2023 千葉県 茨城県 鹿児島県 群馬県 岡山県 12位

2024 千葉県 茨城県 鹿児島県 岡山県 群馬県 14位

年次 1位 2位 3位 4位 5位 福島県

1990 鹿児島県 宮崎県 岩手県 徳島県 兵庫県 19位

1995 鹿児島県 宮崎県 岩手県 徳島県 兵庫県 24位

2000 鹿児島県 宮崎県 岩手県 徳島県 青森県 23位

2005 鹿児島県 宮崎県 岩手県 青森県 徳島県 19位

2009 鹿児島県 宮崎県 岩手県 青森県 徳島県 21位

2014 宮崎県 鹿児島県 岩手県 青森県 北海道 26位

2017 宮崎県 鹿児島県 岩手県 青森県 北海道 25位

2018 宮崎県 鹿児島県 岩手県 青森県 北海道 27位

2019 宮崎県 鹿児島県 岩手県 青森県 北海道 26位

2021 宮崎県 鹿児島県 岩手県 青森県 北海道 25位

2022 鹿児島県 宮崎県 岩手県 青森県 北海道 24位

2023 鹿児島県 宮崎県 岩手県 青森県 北海道 26位

2024 鹿児島県 宮崎県 岩手県 青森県 北海道 26位

畜種別畜産産出額の推移

年次

区分

肉　用　牛 147 119 151 155 133 140 134 133 118 133 135 128 137

乳　用　牛 127 126 114 110 92 96 93 91 89 88 82 80 83

豚 150 96 104 101 98 79 66 71 85 82 93 100 85

鶏 179 179 155 172 183 178 158 138 141 170 176 232 202

その他畜産物 3 1 4 3 2 2 3 2 2 2 2 2 2

畜産合計 606 521 529 541 509 495 455 435 434 475 487 542 510

2024202320221995 2000 2005 2010 2015 2017 2018 2019 2020 2021

※種鶏飼養羽数を除く

（単位：億円）

【資料】農林水産省「生産農業所得統計」

年次 1位 2位 3位 4位 5位 福島県

1990 北海道 千葉県 岩手県 群馬県 栃木県 13位

1995 北海道 岩手県 千葉県 栃木県 群馬県 13位

2000 北海道 岩手県 栃木県 千葉県 群馬県 13位

2005 北海道 栃木県 岩手県 熊本県 千葉県 14位

2010 北海道 栃木県 岩手県 熊本県 群馬県 13位

2015 北海道 栃木県 熊本県 岩手県 群馬県 18位

2019 北海道 栃木県 熊本県 岩手県 群馬県 19位

2020 北海道 栃木県 熊本県 岩手県 群馬県 18位

2021 北海道 栃木県 熊本県 岩手県 群馬県 18位

2022 北海道 栃木県 熊本県 岩手県 群馬県 20位

2023 北海道 栃木県 熊本県 岩手県 群馬県 19位

2024 北海道 栃木県 熊本県 岩手県 群馬県 19位

2025 北海道 栃木県 熊本県 岩手県 群馬県 19位

年次 1位 2位 3位 4位 5位 福島県

1990 北海道 鹿児島県 宮崎県 岩手県 熊本県 8位

1995 北海道 鹿児島県 宮崎県 岩手県 熊本県 7位

2000 北海道 鹿児島県 宮崎県 熊本県 岩手県 9位

2005 北海道 鹿児島県 宮崎県 熊本県 岩手県 9位

2010 北海道 鹿児島県 宮崎県 熊本県 岩手県 10位

2015 北海道 鹿児島県 宮崎県 熊本県 岩手県 12位

2019 北海道 鹿児島県 宮崎県 熊本県 岩手県 15位

2020 北海道 鹿児島県 宮崎県 熊本県 岩手県 16位

2021 北海道 鹿児島県 宮崎県 熊本県 岩手県 15位

2022 北海道 鹿児島県 宮崎県 熊本県 岩手県 15位

2023 北海道 鹿児島県 宮崎県 熊本県 長崎県 16位

2024 北海道 鹿児島県 宮崎県 熊本県 長崎県 16位

2025 北海道 鹿児島県 宮崎県 熊本県 長崎県 16位

【資料】
農林水産省「畜産統計」「食鳥流通統計」
各年2月1日現在
豚、採卵鶏の2005年、2010年、2015年、
2020年、2025年は農林業センサス実施年
のため統計数値なし
ブロイラーの2010年、2015年、2020年、
2025年は農林業センサス実施年のため統
計値なし
ブロイラーの2010年から2012年は統計値
なし

乳用牛 肉用牛 豚

採卵鶏 ブロイラー

福島の畜産



令和７年の乳牛飼養頭数は10,400頭

（対前年比1.0％減）となり、酪農家戸

数は193戸（対前年比7.7％減）となりま

した。一方、１戸当たりの飼養頭数は

53.9頭（対前年比7.4％増）となりまし

た。

令和６年の生乳生産量は、対前年比

1.0％減の60,159tとなりました。生乳の

流通は、東北生乳販売農業協同組合連合

会が需給調整を担っており、本県の場合、

令和６年度の用途別販売割合は、飲用向

け72.5％、加工向け9.4％、その他18.1％

となりました。

本県酪農は、東日本大震災の影響から、

戸数・頭数が大幅に減少しました。生乳

生産量は、平成23年に震災前の約７割ま

で減少し、平成24年には震災前の約８割

まで回復しましたが、その後減少傾向と

なり、依然として震災前の約６割にとど

まっています。

このため、県では、生産量の回復を図

るため、乳用雌牛の導入や中核的な担い

手の育成などを推進するとともに、避

難・休業を余儀なくされている酪農家の

経営再開や大規模畜産施設の整備に向け

た取り組みを支援しています。

また、生産者団体と連携し、適正飼養

管理の指導徹底や県内で生産された原乳

のモニタリングを定期的に実施すること

などにより、県産牛乳・乳製品の安全性

と信頼を確保し、風評払拭と消費拡大に

努めているところです。

Ⅱ 畜種別の動向

福島の畜産

１ 酪 農

令和７年度「牛乳・乳製品利用料理コンクール」福島県大会
最優秀賞「ニューニュー桃リゾット」

ベコ太郎



【資料】農林水産省「畜産統計」（各年2月1日現在）、「牛乳乳製品統計」

福島の畜産
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令和７年の本県の肉用牛飼養頭数は
47,900頭（対前年比5.1％減）と、全国
16位となっております。また、飼養戸数
は1,330戸（対前年比9.5％減）ですが、
１戸当たりの飼養頭数は36.0頭（対前年
比4.7％増）でした。

令和７年における本県の黒毛和種子牛
の市場取引頭数は7,944頭（対前年比
7.9％減）で、１頭当たりの平均価格は
653,381円（対前年比21.5％増）でした。
また、肉用牛出荷頭数は18,184頭であり、
そのうち75.8％（13,780頭）が黒毛和種
となっております。また、肉用牛の出荷
先としては最も多いのは、東京の33.0％
であり、黒毛和種の出荷先としても、東
京が32.8％で最多となっております。

このような状況下で、本県は肉用牛増
頭のため、各種事業により和牛繁殖経営
の規模拡大を推進するとともに、経営内
及び県内における一貫体制の整備を推進
しています。

本県では震災により衰退した本県和牛
改良基盤の再生を加速するため、ゲノ
ミック評価技術を活用した和牛改良を推
進し、高能力雌牛の探索及び種雄牛造成
を図っており、気高系「勝忠安福」、但
馬系「多久実」、糸桜系「隆福久」など
の高能力種雄牛を整備し、県内の和牛改
良に活用しています。
また、ＡＩ（人工知能）を活用した最

新の肉質診断技術により、高品質な福島
牛の生産を支援し、「福島牛」のブラン
ド力向上を図っています。

令和６年12月には、出荷前に県産酒粕
を与えた福島牛「福粕花」がデビューし
ました。やわらかくジューシーで脂の甘
みが強いのが特徴であり、福島牛をけん
引するプレミアムブランドとして期待さ
れています。

本県から県内外に出荷される肉牛につ
いては、平成23年９月より牛肉の放射性
物質検査を実施するとともに、と畜場へ
の出荷管理や農家に対する定期的な飼養
状況確認を行い、牛肉の安全性を確保し
ています。

飼養戸数、頭数の推移
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【資料】農林水産省「生産農業所得統計」
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7.5%

山梨県

6.5%

その他

17.7%

福島県内

21.3%

うち

黒毛和種出荷頭数

2025年

13,780頭

肉用子牛の市場取引頭数及び平均価格の年次推移（黒毛和種）

【資料】県畜産課調べ

【資料】県畜産課調べ

平均価格

（千円）

取引頭数

（百頭）

肉用牛出荷先別構成比

福島の畜産

ＡＩを活用した肉質診断技術

超音波画像を取得

肥育牛の肉質を予測

発育途中の肥育牛

取得した超音波画像を ＡＩに読み込ませるＡＩ

種雄牛「隆福久」



令和６年の本県の豚飼育頭数は
111,600頭（対前年比9.8％減）で、全
国21位となっております。うち繁殖雌
豚は、9,130頭（対前年比11.4％減）
でした。また、大規模経営者の規模拡
大等により、１経営体当たりの飼養頭
数は増加傾向にあり、2,278頭となっ
ております。

このような状況の中、県では肉豚生
産における生産効率や品質や向上のた
め、雌系種豚の改良に取り組んできま
した。平成３年から15年度にかけては、
ランドレース種系統豚「フクシマＬ」
を供給しました。
平成７年からは、より能力の高い雌

系種豚の供給のため、新たな系統豚造
成に着手し、平成15年度に「フクシマ
Ｌ２」を造成、供給を開始しました。
「フクシマＬ２」は、福島県のブラン
ド豚「うつくしまエゴマ豚」の生産に

おいて、ＬＷ用母豚として位置づけら
れています。
令和６年度からは外部の優良な遺伝

子を活用した開放型育種に関する研究
を進め、繁殖能力の維持、より優秀な
種豚の供給に向けた取組を継続してい
ます。

また、種豚供給農場の減少や家畜防
疫の問題から入手が困難となっていた、
肉豚生産の雄系種豚として欠かせない
デュロック種の安定供給を図るため、
平成16年度から種豚群造成に取り組み、
産肉能力等に優れる「フクシマＤ桃太
郎」を造成し、平成20年度より県内生
産者への供給を開始しました。

現在、「フクシマＬ２」・「フクシ
マＤ桃太郎」ともに、種豚供給に加え、
人工授精用精液の供給を行い、生産者
における種雄豚の維持管理コスト低下
のために貢献しています。

【資料】農林水産省「畜産統計」（各年2月1日現在）
2005,2010,2015,2020,2025年は農林業センサス実施年のため統計数値なし。
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３ 養 豚

飼養戸数、頭数の推移
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うつくしまエゴマ豚のロース肉、もも肉など

「フクシマＬ２」（雌） 「フクシマＤ桃太郎」（雄）

うつくしまエゴマ豚のとんかつ

福島の畜産

うつくしまエゴマ豚の肥育豚

●エゴマの種を餌に混ぜて肥育された福島県の
ブランド豚。

●脂質部分にα-リノレン酸を従来の豚肉より約
４倍多く含む。

●臭みがほとんど無く、やわらかな肉質と甘み
のある脂身が楽しめる。

うつくしまエゴマ豚の特徴

ベコ太郎



（１）採卵鶏

本県の採卵鶏飼養羽数は令和６年に
5,220千羽（前年比6.9％減）となりま
した。また、１戸当たりの成鶏めす飼
養羽数は、89,900羽と全国平均を上
回っています。

令和６年の鶏卵生産量は、71,003tで
前年に比べて10.6％増となりました。

（２）ブロイラー

令和６年の飼養羽数は、751千羽と前
年比5.8％減となり、飼養戸数について
は31戸となりました。また、１戸当た
りの飼養羽数は、24.2千羽と増加して
おります。

令和６年のブロイラー出荷羽数は、
282万羽で前年に比べて4.1％減となり
ました。

（３）地鶏・銘柄鶏

消費者ニーズの多様化により肉質に
優れる地鶏や銘柄鶏等の特殊肉鶏の需
要が増加しています。
本県では、県で開発した「会津地

鶏」、「川俣シャモ」の生産が行われ
ており、令和６年度の出荷羽数は「会
津地鶏」約2.8万羽、「川俣シャモ」約
6.9万羽となりました。
また、平成18年度に「川俣シャモ」、

平成19年度に「会津地鶏」の雛生産施
設が整備され、民間主導による生産体
制へ移行しています。
「会津地鶏」、「川俣シャモ」とも

に、農林水産省の地理的表示（GI）保
護制度に登録されており、福島ならで
はの産品として県内外へ広くPRするこ
とで、消費拡大に向け取り組んでいま
す。

飼養戸数・一戸当たり飼養羽数の推移
（採卵鶏）
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【資料】農林水産省「畜産統計」（各年2月1日現在）
2005,2010,2015,2020,2025年は農林業センサス実施年のため統計数値なし。

飼養戸数・一戸当たりの飼養羽数推移
（ブロイラー）

福島の畜産



ブロイラー出荷羽数
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2015,2020,2025年は農林業センサス実施年のため統計数値なし

【資料】農林水産省「鶏卵流通統計調査」

福島の畜産

●病気に強く、強健で飼いやすい。

●上品な歯ごたえがあり、コク、うま味に優れる。

●羽装に特徴があり、「会津彼岸獅子」の飾羽に古くから

使用されている。

●性質は穏やかで飼いやすく、育成率が高い。

●適度な弾力の肉質と深みのあるコク、うま味に優れる。

●川俣の絹機屋旦那衆のシャモ遊びとして飼われていた

シャモを由来として、改良作出した。

鶏卵生産量

（t） （万羽）

会津地鶏の特徴

川俣シャモの特徴
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１ 飼料作物

本県の飼料作物の令和５年作付面積
は21,100ha（令和２年比49.6％増）と
なりました。そのうち牧草は全体の
30.9％、青刈りとうもろこしが7.4％を
占めています。

稲ホールクロップサイレージ（稲Ｗ
ＣＳ）と飼料用米の作付は、飼料用米
が減少し、令和７年の作付面積はそれ
ぞれ 865ha （前年比 21.2 ％減）、
1,440ha（前年比79.3％減）でした。

平成30年以降、旧避難指示区域にお
いて飼料作物生産が本格的に始まる等、
自給飼料生産基盤の復活に向けた新た
な動きが進められました。

今後も安心な畜産物を生産するため、
牧草地等の除染や吸収抑制対策を推進
し、安全な自給飼料の生産を図る必要
があります。

配合飼料の県内消費量は昭和63年度
をピークとして、平成元年以降減少傾
向を示していますが、令和６年度は、
前年より減少し、337,648tとなってい
ます。

また、配合飼料消費量の構成比は養
鶏が46.8％で最も多く、次いで肉用牛
25.9％、養豚18.1％となっています。

川俣町山木屋地区の飼料生産

福島の畜産

Ⅲ 草地飼料

１ 飼料作物

２ 配合飼料

ベコ太郎
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稲WCS

ソルガム
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牧草

年 2003 2007 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2020 2023

牧　草 11,660 10,600 10,300 10,200 9,160 7,050 6,920 6,920 6,590 6,790 6,660 6,430 6,530

青刈りとうもろこし 2,440 2,330 2,230 2,190 1,800 1,710 1,670 1,650 1,610 1,600 1,560 1,570 1,590

ソルガム 51 57 48 57 38 43 46 42 42 44 55 55 46

稲WCS 163 119 390 546 564 628 672 764 945 1,080 1,122 952 1,079

飼料用米 - - 348 758 1,600 1,060 511 881 3,787 5,520 5,839 4,933 11,722

その他 386 294 284 249 138 109 171 170 143 120 164 160 133

計 14,700 13,400 13,600 14,000 13,300 10,600 9,990 10,400 13,100 15,200 15,400 14,100 21,100

（ha）

【資料】農林水産省「作物統計調査」
 2018,2019,2021,2022,2024年は作物統計調査における調査対象ではないためデータなし。
稲WCS、飼料用米は新規需要米認定面積
（グラフの数値は牧草、青刈りとうもろこし、稲ＷＣＳ、飼料用米のみを記載）

飼料作物作付面積

子実用とうもろこしの収穫・調製

(ha)

福島の畜産



令和７年10月以降、令和８年１月末
までに13道県で18事例の発生が確認さ
れています。

県では、国の「高病原性鳥インフル
エンザに関する特定家畜伝染病防疫指
針」に基づき、モニタリングや報告徴
求等の監視体制を強化するとともに、
県内の家きん飼養農場への立入調査や
飼養衛生管理指導を実施し、本病の発
生防止を図っています。また、万が一
の発生に備え、各地方で防疫演習を開
催し、防疫体制の強化を図っています。

平成30年９月に岐阜県において、国
内では26年ぶりとなる豚熱が発生し、
令和８年１月末までに24都県で100事
例の発生が確認されています。
県では、令和２年９月から国の「豚

熱に関する特定家畜伝染病防疫指針」
に基づき、県内すべての養豚農場を対
象に豚熱のワクチン接種を実施してい
ます。併せて、継続的な立入調査や飼
養衛生管理指導を実施し、本病の発生
防止を図っています。また、野生イノ
シシの豚熱検査による浸潤状況の確認
や、野生イノシシ用のワクチンを散布
し、豚熱のまん延防止を図っています。

平成22年４月20日に、宮崎県におい

て口蹄疫の発生が確認され、感染が疑
われる牛や豚等の家畜の処分、感染拡
大を抑えるためのワクチン接種等の防
疫措置（約29万頭の処分）を実施し、
同年９月に清浄性を確認しました。
その後、平成23年２月５日（日本時

間）に国際獣疫事務局（ОＩＥ）によ
り「ワクチン非接種口蹄疫清浄国」と
して認定されました。

Ⅳ 家畜衛生

福島の畜産

１ 高病原性鳥インフルエンザ

２ 豚熱

３ 口蹄疫

国内における疾病発生状況等

豚熱ワクチンの接種

鳥インフルエンザのモニタリング検査

野生イノシシ用ワクチンの散布



県内の家畜防疫（検査）実施状況（年次）

福島の畜産
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高病原性鳥インフルエンザ

現在、我が国では発生国からの畜産
物等の輸入禁止等、厳重な検疫を実施
し侵入防止を図っています。

平成13年の初発例以来、平成21年２
月までに36例が確認されています。
平成25年５月の国際獣疫事務局（ОI

Ｅ）総会において、我が国は、サーベ
イランス、飼料規制及びと畜場での対
策等のＢＳＥに対するリスク管理につ
いての国際的評価を得て、「無視でき

るリスク」の国に認定されました。

全国で、令和５年は1,060頭、令和６
年は1,198頭の発生・摘発がありました。
定期検査や導入時の検査の徹底等によ
り、その撲滅を図ることとしています。
また、本県では平成26年度より検査

対象をこれまでの乳牛に加え、肉用牛
に拡大しております。

県内における疾病発生状況及び対応

令和７年における家畜伝染病の発生
については、ヨーネ病１戸１頭、腐蛆
病３件19蜂群の発生がありました。
また、届出伝染病は、牛伝染性リン

パ腫８戸30頭、サルモネラ症（牛）１
戸３頭、鶏伝染性気管支炎１戸２羽、
豚丹毒１戸11頭、ロイコチトゾーン症
１戸15羽の発生がありました。
現在、畜産業は、海外との家畜、飼

料及び人の交流が盛んであるため、各
種伝染病の発生予防・予察のための検
査や予防接種の指導など防疫対策の徹
底を図り、関係者との連携を強化し、
疾病発生の未然防止、早期発見、迅速
な対応に努めているところです。

４ 牛海綿状脳症（ＢＳＥ）

５ ヨーネ病（牛）

【資料】県畜産課調べ

年次 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025

牛ヨーネ病 5,813 6,169 6,450 5,522 5,418 4,388 6,177 7,488 5,072 5,834 4,715

豚熱 469 440 450 450 629 2,602 5,281 3,288 3,673 3,670 2,219

豚オーエスキー病 2,549 2,149 1,237 799 656 397 637 425 550 875 735

高病原性鳥インフルエンザ 2,380 2,420 2,470 1,890 1,660 1,620 1,804 1,576 1,929 1,370 650

検査実績（頭羽数）



福島県農林水産部畜産課

TEL 024-521-7366
FAX 024-521-7939

〒960-8670 福島県福島市杉妻町２-16

酒処ふくしまの酒粕を与えて育てた、

福島牛「福粕花」ぜひご賞味ください♪
ふくはっか
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